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一
連
の
大
切
な
作
業
で
す
。
ま
だ
ま
だ

目
標
と
す
る
正
し
く
強
い
心
に
は
程
遠

い
の
で
す
が
、
毎
日
の
基
本
ル
ー
チ
ン

を
続
け
る
の
み
と
考
え
ま
す
。 

○
絶
え
ず
基
礎
基
本
に
立
ち

返
る 

素
振
り
も
、
た
だ
漠
然
と
惰
性
で

行
っ
て
い
る
と
、
い
つ
し
か
悪
い
癖
が

つ
い
て
し
ま
い
、
や
ら
ぬ
ほ
う
が
ま
し

と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

私
の
場
合
は
、
毎
朝
（
雨
天
は
休
み
）
、

庭
に
出
て
、
必
ず
縁
側
の
窓
ガ
ラ
ス
に

全
体
を
写
し
、
竹
刀
を
正
し
く
操
作
で

き
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ

の
時
に
、
構
え
、
左
拳
の
高
さ
、
左
足

の
ひ
か
が
み
の
伸
び
等
、
様
々
な
角
度

か
ら
確
認
し
な
が
ら
素
振
り
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
仙
丸
先
生
や
鶴
丸

先
生
、
川
戸
先
生
や
鈴
木
先
生
は
じ
め
、

多
く
の
立
派
な
先
生
方
が
こ
れ
ま
で
三

木
剣
連
の
指
導
法
講
習
会
で
指
導
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
指
導
し

て
頂
い
た
素
振
り
の
方
法
や
構
え
の
ポ

イ
ン
ト
等
で
、
自
分
に
し
っ
く
り
く
る

部
分
を
取
り
入
れ
、
毎
日
、
続
け
て
い

ま
す
。 

○
日
本
剣
道
形
に
つ
い
て 

剣
道
形
の
稽
古
は
、
ま
ず
は
実
技
を

合
格
し
て
か
ら
の
こ
と
と
後
回
し
に
す

る
の
は
得
策
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。 

幸
い
、
高
校
三
年
間
で
仙
丸
先
生
か 

 

ら
形
も
じ
っ
く
り
と
教
え
て
頂
い
た

の
で
、
昔
か
ら
、
形
に
は
自
信
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
形
も
時
代
と
共
に
進
歩

改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶
え

ず
修
練
を
重
ね
て
お
か
な
い
と
自
信
を

持
っ
て
審
査
に
は
望
め
ま
せ
ん
。
私
の

場
合
、
昔
に
覚
え
た
古
い
形
を
拭
い
去

る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。
こ
れ
も
、
今

の
時
代
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た

D
V
D

の
動
画
や
書
籍
が
手
軽
に
手
に
入

り
ま
す
が
、
や
は
り
実
際
に
相
手
を
し

て
頂
き
、
直
接
稽
古
す
る
の
が
一
番
で

す
。
審
査
日
直
前
で
も
、
紫
雲
館
道
場

へ
行
け
ば
、
安
栖
先
生
は
じ
め
、
六

段
・
七
段
の
諸
先
生
方
が
懇
切
丁
寧
に

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
本
当
に

あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、

実
技
の
合
格
発
表
後
、
即
実
施
さ
れ
る

形
審
査
に
も
、
落
ち
着
い
て
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
岡
山
会
場
で

は
、
六
段
形
審
査
で
不
合
格
者
が
あ
り

ま
し
た
が
、
私
の
見
る
限
り
、
日
本
剣

道
形
へ
の
理
解
が
十
分
と
は
言
え
な
い

受
審
者
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
に
も
三
木
市
剣
連
の
充

実
し
た
稽
古
環
境
を
実
感
で
き
ま
し
た
。 

○
感
謝
！
新
た
な
る
目
標
に 

向
か
っ
て 

 

今
回
の
実
技
審
査
の
内
容
を
思
い
出

そ
う
と
し
て
も
、
ど
う
も
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。
思
い
出
せ
る
の
は
、
一
人
目
、

相
互
の
礼
か
ら
三
歩
進
ん
で
、
蹲
踞
し

た
と
た
ん
、
緊
張
の
余
り
か
、
前
に
つ

ん
の
め
り
竹
刀
切
っ
先
を
床
に
付
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
す
。
し
か
し
、

あ
わ
て
ず
、
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
の
大
天

井
を
頭
の
先
で
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し

て
ゆ
っ
く
り
立
会
い
、
全
精
神
を
集
中

し
て
初
太
刀
の
面
を
打
ち
込
ん
だ
後

は
、
・
・
・
・
。
体
は
、
も
は
や
自
分

の
物
で
は
な
い
よ
う
に
勝
手
に
動
い
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
の
立
ち
合

い
を
見
て
い
て
下
さ
っ
た
神
澤
文
和
先

生
に
よ
る
と
、
「
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

打
ち
込
め
て
い
た
。
し
か
し
、
時
に
、

左
手
が
少
し
浮
い
た
感
じ
の
打
ち
が
出

て
い
た
。
」
と
の
こ
と
で
す
。
や
は
り
、

普
段
の
稽
古
の
良
い
面
も
悪
い
面
も
出

て
い
た
の
だ
ろ
う
と
私
な
り
に
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。 

受
審
者
千
六
十
六
名
中
、
二
百
十
名

の
合
格
者
（
十
九
・
七
％
）
の
中
に
入

れ
た
の
は
、
や
は
り
、
運
も
よ
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
貴
重
な
時
間
を

使
っ
て
、
私
と
稽
古
し
て
下
さ
っ
た
三

木
市
剣
道
連
盟
の
諸
先
生
方
の
お
蔭
と

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
「
稽
古

は
風
呂
に
入
っ
て
い
る
時
で
も
で
き

る
。
」
と
稽
古
量
不
足
を
少
し
で
も
補

う
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
下
っ
た
安
栖
敏
夫

先
生
。
別
所
少
年
剣
道
教
室
の
檜
皮
先

生
、
大
柴
先
生
に
は
、
剣
道
と
真
摯
に

向
き
合
い
、
稽
古
に
専
念
す
る
正
し
く

強
い
心
に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
少
年
剣
士
の
皆
さ
ん
は
、
私
に
、

基
本
の
大
切
さ
を
絶
え
ず
振
り
返
る
機

会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
色
々
と
お
世
話

頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

何
曜
日
で
も
、
何
処
か
へ
行
け
ば
必
ず

稽
古
が
で
き
る
と
い
う
市
剣
連
の
組
織

と
し
て
の
力
や
、
毎
年
、
素
晴
ら
し
い

講
師
先
生
を
招
聘
し
実
施
し
て
い
る
指

導
者
講
習
会
や
審
判
法
講
習
会
、
各
種

大
会
等
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
三
木
市
剣
道
連
盟
の
各
部

事
業
実
施
力
の
お
蔭
で
、
昇
段
が
実
現

で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
橋

洋
三
会
長
様
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
は
当
面
、
称
号
（
錬
士
）
取
得

に
向
け
稽
古
に
精
を
出
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

○
「
物
外
の
剣
」
へ
の
遥
か

な
道 

今
は
亡
き
仙
丸
喜
次
先
生
が
第
二
十

八
回
東
播
七
市
親
善
剣
道
大
会
（
三
十

一
年
前
）
で
日
本
手
拭
に
書
か
れ
て
い

た
言
葉
「
物
外
の
剣
」
の
境
地
は
、
ま

だ
ま
だ
そ
の
一
端
す
ら
私
に
は
見
え
て

き
ま
せ
ん
が
、
私
な
り
の
剣
の
道
を
、

寄
り
道
や
道
草
も
楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
息
長
く
歩
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。 



 
 

6 
例
年
通
り
、
日
本
剣
道
形
の
講
習

会
を
１０
月
１２
日
と
２６
日
の
２
日
間

に
渡
っ
て
、
三
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

主
任
講
師
は
安
栖
先
生
（
指
導
顧
問
、

教
士
七
段
）
、
講
師
と
し
て
小
椋
先
生

（
成
人
指
導
部
長
、
教
士
七
段
）
、
檜

皮
先
生
（
教
士
七
段
）
、
田
畑
先
生

（
錬
士
七
段
）
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

従
来
は
２
つ
の
班
（
上
級
・
初
級
）

に
分
か
れ
て
講
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
３
つ
の
班
（
上
級
・
中

級
・
初
級
）
に
分
か
れ
、
習
熟
度
に
応

じ
て
、
よ
り
高
度
な
内
容
か
ら
基
本
的

な
内
容
ま
で
の
講
習
を
行
い
、
受
講
者

が
理
解
し
易
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
１１
月
１８
日
の
三
木
市
民
大
会
に

お
い
て
、
日
本
剣
道
形
の
教
室
対
抗
試

合
が
行
わ
れ
ま
す
。 

初
日
、
高
橋
会
長
よ
り
「
日
本
剣

道
形
と
竹
刀
稽
古
は
、
両
輪
の
ご
と
く

行
う
こ
と
。
小
紫
名
誉
会
長
は
森
下
副

会
長
と
１０
年
以
上
も
形
の
稽
古
を
続

け
て
お
ら
れ
、
岡
山
県
で
行
わ
れ
た
七

段
審
査
の
際
、
こ
の
稽
古
が
役
立
ち
見

事
合
格
さ
れ
た
。
皆
さ
ん
も
形
の
稽
古

を
続
け
て
学
ん
で
下
さ
い
」
と
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
主
任
講
師
で
あ

る
安
栖
先
生
か
ら
は
、
「
県
の
昇
段
審

査
会
で
形
の
審
査
も
行
い
ま
し
た
が
、

こ
の
講
習
会
の
後
で
は
、
皆
さ
ん
の
方

が
上
手
で
あ
る
。
」
と
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。 

全
員
に
対
す
る
講
習
と
し
て
、
安

栖
先
生
よ
り
実
技
を
交
え
な
が
ら
重
点

事
項
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

①
日
本
剣
道
形
は
必
ず
、
す
り
足

で
行
う
こ
と
。
つ
ま
先
を
上
げ
な
い
よ

う
に
。
②
打
突
部
位
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
正
確
に
行
う
こ
と
。 

 

そ
の
後
、
３
班
に
分
か
れ
て
の
指

導
が
行
わ
れ
、
上
級
者
（
経
験
者
：
あ

る
程
度
で
き
る
）
は
、
檜
皮
先
生
が
担

当
講
師
と
し
て
打
太
刀
、
仕
太
刀
の
役

割
、
始
ま
り
と
終
わ
り
位
置
を
合
わ
せ

る
こ
と
、
中
級
者
（
形
を
習
っ
た
こ
と

が
あ
る
）
は
、
大
西
先
生
他
数
人
が
担

当
し
て
、
４
本
目
の
切
り
結
ぶ
位
置
、

５
本
目
の
す
り
上
げ
方
・
打
太
刀
が
ど

こ
ま
で
打
つ
か
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
初
級
者
（
初
め
て
行
う
）

は
、
小
椋
先
生
が
担
当
講
師
と
し
て
、

座
礼
・
立
礼
の
仕
方
、
木
刀
の
向
き
・

置
く
位
置
、
蹲
踞
の
仕
方
、
五
つ
の
構

え
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終

わ
り
に
は
、
安
栖
先
生
と
小
椋
先
生
と

で
、
５
本
ま
で
形
を
打
っ
て
い
た
だ
き
、

１
日
目
が
終
了
し
ま
し
た
。 

２
日
目
も
担
当
講
師
を
同
じ
く
し

て
行
わ
れ
、
内
容
は
１
日
目
よ
り
も
進

化
し
、
上
級
者
で
は
打
太
刀
・
仕
太
刀

を
交
代
し
て
理
合
と
互
い
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
中
級
者
で
は
、
打
太
刀
・

仕
太
刀
の
交
代
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

１
日
目
に
比
べ
て
大
き
な
進
歩
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
初
級
者
で
は
５
本
目
ま
で

ど
う
に
か
日
本
剣
道
形
が
打
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
小
椋
・

田
畑
両
先
生
に
よ
る
、
日
本
剣
道
形
を

太
刀
七
本
、
小
太
刀
３
本
の
演
武
が
行

わ
れ
、
全
員
が
注
視
し
、
拍
手
喝
采
で

し
た
。 

日
本
剣
道
形
講
習
会
の
終
わ
り
に

あ
た
っ
て
、
安
栖
主
任
講
師
に
よ
り
最

初
に
説
明
さ
れ
た
重
点
事
項
を
軽
く
お

さ
ら
い
さ
れ
、
か
つ
、
立
礼
の
仕
方
、

気
合
い
を
入
れ
る
（
発
声
方
法
）
を
加

え
ら
れ
、
全
体
講
評
と
し
て
、
初
日
に

比
べ
大
変
上
手
に
な
っ
た
と
の
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
人
数
は
別
表
の
通
り
で
す
が
、

指
導
陣
が
例
年
よ
り
も
大
幅
に
増
加
し
、

各
先
生
方
に
大
き
な
ご
協
力
を
頂
き
、

日
本
剣
道
形
講
習
会
を
無
事
終
了
で
き

た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。 

第１２回　日本剣道形講習会　参加者
主任講師 安栖　先生
場所： 三木ｺﾐｭﾆﾃｨｰｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

教室名 10月12日 10月26日 合計 10月12日 10月26日

三木中央 4 4 8 3 3
緑が丘 8 6 14 2 3

自由が丘 2 2 4 3 3
口吉川 0 0 0 0 0
志染 2 2 4 1 2
別所 7 7 14 5 5
剣修会 0 0 0 0 0
吉川 4 4 8 1 2
連盟 4 5

合計 27 25 52 19 23

参　加　者　数 指導者

 

第
１２
回
日
本
剣
道
形
講
習
会 

少
年
指
導
部 

大
柴 

敏
昭 上級者を指導する檜皮先生 
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三
木
高
善
戦
、
惜
し
く
も

入
賞
逸
す 

―
東
播
高
校
新
人
戦
― 

10
月
6･

7
日
（
於
県
農
） 

 

平
成
２４
年
度
第
４７
回
東
播
総
合
体
育

大
会
剣
道
大
会
兼
県
高
等
学
校
新
人
剣
道

大
会
地
区
予
選
大
会
が
、
１０
月
６
・
７
日
、

県
立
農
業
高
校
を
会
場
に
行
わ
れ
、
三
木

市
内
の
、
今
年
は
吉
川
も
含
め
、
４
高
校

が
揃
っ
て
出
場
し
ま
し
た
。 

 

三
木
高
校
は
、
男
子
団
体
戦
に
於
い
て
、

予
選
リ
ー
グ
、
小
野
工
に
３
―
１
、
第
一

シ
ー
ド
校
明
石
を
４
―
０
、
明
石
清
水
に

３
―
２
と
リ
ー
グ
一
位
で
、
十
年
ぶ
り
に

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
駒
を
進
め
ま
し

た
が
、
社
高
に
０
―
１
の
僅
差
で
敗
れ
、

入
賞
を
逸
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

他
に
三
木
北
高
も
、
予
選
リ
ー
グ
で
は

三
位
と
振
る
わ
ず
、
敗
者
復
活
戦
に
ま
わ

り
ま
し
た
が
、
播
磨
南
、
明
石
北
な
ど
に

勝
ち
、
こ
れ
ま
た
県
大
会
出
場
権
を
得
ま

し
た
。
他
の
三
木
東
・
吉
川
は
男
子
団
体

戦
に
は
出
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

唯
一
女
子
団
体
戦
に
出
場
し
た
三
木
東

チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
で
は
強
豪
チ
ー

ム(

東
播
磨
・
加
古
川
東
・
高
砂
南)

の
中
で

苦
戦
し
、
一
勝
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

個
人
戦
で
は
、
女
子
の
杉
正
さ
ん(

三
木 

東
高
校)

が
５
回
戦
に
進
出
、
ベ
ス
ト
８
と

な
り
、
県
大
会
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
他

は
い
ず
れ
も
上
位
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

東
播
新
人
戦
に
対
す
る
武
中
敏
彦
先
生

（
三
木
高
校
剣
道
部
顧
問
）
の
コ
メ
ン
ト

以
下
の
通
り
。 

◆
三
木
高
校 

 

個
人
戦
は
、
男
子
４
名
が
出
場
し
ま
し

た
が
、
力
不
足
で
県
大
会
出
場
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
男
子
団
体
戦
は
、
十
年
ぶ

り
に
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
上
が
り
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
社
高
校
に
僅
差

で
敗
れ
、
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

予
選
リ
ー
グ
で
第
一
シ
ー
ド
の
明
石
を

破
っ
た
こ
と
は
自
信
に
な
り
、
県
大
会
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◆
三
木
北
高
校 

 

個
人
戦
は
昨
年
度
、
前
川
が
男
子
で
三

位
入
賞
し
て
お
り
今
年
度
も
期
待
し
て
い

ま
し
た
が
、
あ
と
一
つ
の
壁
が
越
え
ら
れ

ず
県
大
会
出
場
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
男
子
団
体
戦
は
、
予
選

リ
ー
グ
が
厳
し
い
組
み
合
わ
せ
で
、
善
戦

は
し
ま
し
た
が
結
果
的
に
三
位
と
な
り
、

敗
者
復
活
戦
に
望
み
を
託
し
ま
し
た
。(

加

古
川
東
が
優
勝)

敗
者
復
活
戦
で
は
難
な
く

勝
ち
上
が
り
、
県
大
会
出
場
権
を
得
ま
し

た
。 

◆
三
木
東
高
校 

 

個
人
戦
は
２
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
女
子

の
部
で
、
杉
正
が
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
県

大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
団
体
戦

は
、
男
子
は
残
念
な
が
ら
部
員
不
足
で
出

場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
代
わ
っ
て
女

子
が
３
名
な
が
ら
７
年
半
ぶ
り
に
東
播
大

会
団
体
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
女
子
は

参
加
校
の
関
係
で
１１
月
の
県
大
会
に
も
出

場
が
決
定
し
て
い
ま
す
。 

◆
吉
川
高
校 

 

女
子
個
人
戦
に
２
名
が
出
場
し
、
数
年

ぶ
り
の
東
播
大
会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

剣
道
部
員
が
居
な
い
状
態
が
数
年
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
大
西
先
生
が
着

任
さ
れ
復
活
し
ま
し
た
。
２
名
と
も
初
心

者
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
緒
戦
で
敗
れ
ま

し
た
が
今
後
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昇
段
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
（
１０
月
末
ま
で
） 

７
段 

小
紫 

邦
夫 

（
８
月
２５
日 

於 

岡
山
市
） 

６
段 

植
田 

吉
則 

（
８
月
２６
日 

於 

岡
山
市
） 

５
段 

近
藤 

隆
宣 

 
 

（
９
月
１６
日 

於 

神
戸
市
） 

５
段 
小
紫 

達
矢 

（
８
月
１７
日 
於 

姫
路
市
） 

 
 

 
（
敬
称
略
） 

元
立
ち
に
８
段
ズ
ラ
リ 

寂
し
か
っ
た
地
元
参
加 

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
際
社
会
人
剣
道 

近
畿
ク
ラ
ブ
例
会
― 

 

秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
１０
月
１３

日(

土)

午
後
、
各
地
を
巡
回
中
の
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
社
会
人
剣
道
近
畿
ク
ラ

ブ
」
の
10
月
例
会
が
、
昨
年
に
引
き

続
い
て
三
木
市
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

内
研
修
セ
ン
タ
ー
で
も
た
れ
、
近
畿
各

地
か
ら
会
員
ら
が
参
集
さ
れ
、
地
元
三

木
剣
連
に
も
稽
古
の
お
誘
い
が
あ
っ
た
。 

 

当
会
に
は
神
澤
正
輝
副
会
長
が
会
員

に
な
っ
て
お
り
、
三
木
で
の
稽
古
会
で

は
諸
事
万
端
お
世
話
に
当
た
っ
た
。 

 

こ
の
日
参
加
し
た
剣
士
は
約
30
名
、

顧
問
の
範
士
９
段
井
上
晋
一
先
生
を

始
め
、
教
士
８
段
、
山
畑
阿
威
磨
先

生
、
千
葉
十
一
先
生
、
田
崎
弘
光
先
生
、 

 

厳しい目で模擬審査を見つめる井上範士

９段（左）と千葉範士８段（右） 
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伊
藤
好
晴
先
生
ら
豪
華
な
顔
ぶ
れ
が
元

立
ち
に
立
た
れ
、
短
時
間
な
が
ら
充
実

し
た
稽
古
内
容
だ
っ
た
。 

 

三
木
で
は
こ
ん
な
機
会
は
め
っ
た
に

な
く
、
多
く
の
地
元
剣
士
の
参
加
が
期

待
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
の
都
合

や
体
調
の
不
調
、
怪
我
な
ど
あ
っ
て
参

加
は
た
っ
た
６
名
、
そ
の
う
ち
稽
古
に

参
加
し
た
の
は
３
名
で
、
実
に
寂
し
い

限
り
で
あ
っ
た
。 

 

 

稽
古
は
１
時
半
ご
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
、

教
士
８
段
の
田
崎
弘
光
先
生
が
自
ら
準

備
体
操
の
指
揮
を
買
っ
て
出
ら
れ
、
柔

軟
体
操
か
ら
素
振
り
ま
で
ベ
テ
ラ
ン
相

手
に
指
導
さ
れ
た
。 

○ 

田
崎
先
生
の
指
導
。 

 

「
素
振
り
は
足
か
ら
大
き
く
、
引
き

足
と
振
り
下
ろ
し
を
一
致
さ
せ
る
。
遅

筋
と
速
筋
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
か
せ
る

た
め
に
は
遅
い
素
振
り
と
早
い
素
振
り

を
混
ぜ
る
。
姿
勢
矯
正
の
左
手
前
の
素

振
り
も
時
に
や
る
の
も
一
方
法
だ
。
」 

 

○
伊
藤
先
生
の
昇
段
審
査
に
向
け
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
、 

「(

模
擬
審
査
を
受
け
た
人
に)

全
体
的

に
間
合
い
が
近
い
。
そ
し
て
打
ち
間
な

の
に
打
た
な
か
っ
た
り
、
ド
ン
ド
ン

打
っ
て
打
ち
す
ぎ
に
な
っ
た
り
し
て
い

る
。
触
刃

し
ょ
く
じ
ん

の
間ま

か
ら
止
ま
っ
て
し
ま

う
か
、
打
ち
す
ぎ
か
、
気
合
い
が
入
っ

て
い
な
い
単
な
る
打
ち
が
目
立
つ
。
立

ち
会
い
で
の
気
合
い
は
い
い
が
、
打
っ

た
と
き
の
気
合
い
が
も
っ
と
大
切
だ
。

打
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ず
ー
と
伸
び
て
、

く
る
り
と
回
る
と
き
ま
で
は
メ
ン
だ
。

そ
れ
ま
で
声
を
出
し
続
け
る
こ
と
。
左

手
で
咽
を
突
き
破
る
気
持
ち
で
打
つ
、

相
手
を
押
し
の
け
真
っ
二
つ
に
割
っ
て

い
く
気
で
メ
ン
を
打
っ
て
ほ
し
い
。
」 

 

稽
古
は
約
１
時
間
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

参
加
者
は
遠
く
愛
媛
か
ら
来
た
女
性
を

始
め
近
畿
一
円
か
ら
参
集
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
に
会
員
の
意
識
も
高
く
、
そ

の
稽
古
ぶ
り
も
謙
虚
で
ひ
た
む
き
だ
っ

た
。
最
後
に
井
上
晋
一
範
士
か
ら
お
話

が
あ
り
、
短
い
コ
メ
ン
ト
な
が
ら

千
鈞

せ
ん
き
ん

の
重
み
が
あ
っ
た
。
歳
を
と
っ

て
な
お
矍
鑠

か
く
し
ゃ
く

た
る
剣
士
の
お
手
本
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
も
大
き

な
収
穫
だ
っ
た
。(

報
告 

高
橋
洋
三) 

   
 

 

月
々
の
便
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丹
野 

骨
平 

 
 

橘
た
ち
ば
な

月 づ
き

の
辞 

 

花
は
匂
ひ
て 

 

移
ろ
ひ
き 

鳰に
お

の
叫
び
や 

空
耳
か 

 

花
は
匂
ひ
て 

 

移
ろ
ひ
き 

雪
解

ゆ
き
ど
け

雫
し
ず
く

に 

独
活

う

ど

晒
す 

 

花
は
匂
ひ
て 

 

移
ろ
ひ
き 

 

潜
り
て
走
る 

縄
電
車 

 

 

花
は
匂
ひ
て 

 

移
ろ
ひ
き 

 
 

枝
折
り
戸

し

お

り

ど

の
破
れ 

繕
ひ
ぬ 

 

花
は
匂
ひ
て 

 

移
ろ
ひ
き 

 
 

比
叡
の
僧
兵 

因
り
て
起
つ 

《
注
釈
》 

橘
月
（
た
ち
ば
な
づ
き
）
…
陰
暦
五
月 

 

鳰
（
に
お
）
…
か
い
つ
ぶ
り 

 

独
活
（
う
ど
）
…
ウ
コ
ギ
科
の
多
年
草
。

若
芽
は
柔
ら
か
く
芳
香
あ
り
。
食
用
。 

  

綾 あ
や

衣
ご
ろ
も

活
力 

 

秋
天
に
ほ
ほ
笑
む 

百
日
紅

さ
る
す
べ
り 

 
 

や
が
て
消
え
鳴
く 

残
暑
蝉 

 

秋
天
に
ほ
ほ
笑
む 

百
日
紅 

 
 

残
満
月
の 

西
に
在
り 

 

秋
天
に
ほ
ほ
笑
む 

百
日
紅 

明
日
は
合
戦 

武
具
調
べ 

 

秋
天
に
ほ
ほ
笑
む 

百
日
紅 

 
 

寡
黙
を
演
じ 

疲
れ
け
り 

 

秋
天
に
ほ
ほ
笑
む 

百
日
紅 

 
 

宵
宮
の
町 

暮
れ
な
づ
む 

 

《
注
釈
》 

綾
…
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
織
り
出
し

た
絹
織
物 

綾
衣 

月
の
異
名 

九
月
よ
り
字
音

が
良
か
っ
た
の
で 

      

三木市剣道連盟から参加し、模擬審

査を行う松本克基さん（左） 

 


